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帝京科学大学紀要投稿規定 
 
 本紀要は帝京科学大学の学術機関誌であり、本学の常勤及び非常勤の教職員（退職者を含む）並
びに大学院生（他の機関に所属する者を共著者に加えることは差しつかえない。）による①総説②
原著論文（未公刊のもの）③研究ノート④研究・教育・社会活動の報告⑤事業報告等を掲載する。 
 
1. 発 行 
本誌は年 1 回(3 月)発行する。  
 
2. 投稿要領 
(1) 原稿の体裁  
原稿は和文または英文とする。原稿はワープロを使用し、A4 判（上下左右に各 20 ㎜の余白）
に 12 ポイントで 1 行 40 字（英文は space を含め約 80 字）、40 行の横書きとする。原稿ファイ
ルは電子媒体で提出する。使用するワープロソフトは MS-Word、一太郎、テキストファイルの
いずれかとする。  
 
(2) 原稿の長さ 
     図表を含めて 30 ページを限度とする。  
 
(3) 原稿の形式 
      下記の①～⑤を番号順に配列し、表題ページを1ページとしてページ番号を付ける。 
① 表題ページ 
       論文の表題及び英文表題、著者名、所属、key word を記載する。 
共著の場合は所属が対応する様、左肩に通し番号をつけて並記する。  
    例：¹ 科大太郎   ² 帝京次郎 
                  ¹ 帝京科学大学 ² 帝京大学 
著者名の英文表記は、最初に名、ついで姓の順序とする。姓はすべて大文字とし、名は頭文
字だけを大文字とする。姓と名の間には comma は付けない。 
      例：「科大太郎」は「Taro KADAI」とする。 
        key word は 5～10words とする。  
 
② 英文抄録 
       250 words を目安とする。  
 
③ 本 文 
     引用文献は引用順に番号を付け、該当箇所に片括弧付きの上付き数字で示す。 
    例：1 編の場合．．．である 1)。 
              2 編の場合．．．であった 2,3)。 
                3 編の場合．．．であろう 4-6)。  
 
④ 図・表・写真 
      図・表・写真は本文中に挿入し、記載の順序に番号を付ける。 
（例：図１, 図２, ... ；Fig.1, Fig.2, ... ; 表１,表２, ... ; Table 1, Table 2, ...） 
 
  ⑤ 引用文献／参考文献 
      本文中の引用順に 1., 2., 3., ...と番号を付けて下記の形式で列記する。著者は全著者名を
表記する。  
i ) 雑 誌  
   著者名、論文名、雑誌名、出版年(西暦)、巻(号)、ページ（先頭ページ－最終ページ）
の順で列記する。雑誌名は略称でもよい。各項目の区切り記号は例の通りとする。  
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      例：和文誌の場合 
             科大太郎 , 帝京次郎 , 平成三郎 . 高齢者の都市空間認識 .帝京科学大学紀要 . 
1999, 11(1), p.55-59. 
          欧文誌の場合  
            Pisciella,P.; Pelino,P. FTIR spectroscopy investigation of the crystallization 
process in an iron rich glass. J. Eur. Ceram. Soc. 2005, 25(11), p.1855-1861. 
   
ii ) 図 書 
                    著者名、書名、版表示、出版地、出版社 , 出版年、総ページ数、シリーズ名、シリ
ーズ番号の順で列記する。初版の版表示は省略する。各項目の区切り記号は例の通
りとする。  
             例：和書の場合  
 平成三郎 , 科大太郎 , 帝京次郎 . 思想としての科学技術 . 上野原 , 科大書店 , 
1999, 280p. (科大講座科学技術と人間 , 9). 
                     洋書の場合  
Frenkel,D.; Smit, B. Understanding molecular simulation: From algorithms to 
applications. 2nd ed., New York, Academic Press, 2002. 664p.  
iii ) 図書の一部 
                    著者名、”章節の見出し”、書名、編著者、版表示、出版地、出版社、出版年、ペー
ジ（先頭ページ－最終ページ）の順で列記する。初版の版表示は省略する。各項目
の区切り記号は例の通りとする。  
                例：和書の場合  
   科大太郎 . “西欧科学受容の日本的特性”. 思想としての科学技術 . 平成三郎 , 
科大太郎 , 帝京次郎 .上野原 , 科大書店 , 1999, p.29-57. 
洋書の場合  
Kadai,T. “Ontogenetic analysis of brainstem mechanisms of ingestive 
activities in vitro”. Neurobiology of Mastication. Teikyo,J.; Heisei,S. 
eds. Elsevier Science BV, Amsterdam, 1999, p.312-326. 
 
       vi) 電子文献 
i)～ⅲ）の各記述の後に入手先として URL とアクセス日付を記述する。 
 例：  Asua,J.M.; Schoonbrood,H.A.S. Reactive surfactants in heterophase 
polymerization. Acta Polymerica, 1998, 49(12), p. 671-686.  
http://www3.interscience.wiley.com/journal/30000578/issue, (accessed 
2008-03-17). 
       
  3. 投稿の締切り 
締切りは別に定める。  
 
4. 投  稿  先 
  事務局総務課 
 
5. 論文掲載の可否 
    投稿論文の掲載可否は編集委員会が決定する。委員会が必要と認めた場合は、原稿の体裁・内
容などについて、著者に修正を求めることがある。 
 
6. 校 正 
    著者に、初校および再校を求める。校正は原則として誤植の訂正にとどめ、大幅な修正・加筆
は認めない。  
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7.  著  作  権  
投稿された論文等の著作権は、帝京科学大学に帰属するものとする。  
 
8.  電子化及びコンピュータ・ネットワーク上での公開  
載録された論文等は、原則として電子化し、本学のホームページ等を通じてコンピュータ・ネ
ットワーク上で公開する。  
 
附 則  
平成 16 年  10 月  14 日制定  
平成 17 年   2 月  16 日改定  
平成 18 年  10 月   4 日改定  
平成 19 年  10 月   3 日改定  
平成 20 年 3 月  19 日改定  
